Phonon anharmonicity and melting of two-dimensional Wigner crystals by カワグチ, タカアキ & 川口, 高明
Osaka University
















かわ ぐち たか あき
川口高明
博士(理学)
第 1 0 584 号
平成 5 年 3 月 25 日
学位規則第 4 条第 1 項該当
理学研究科物理学専攻










優勢になる場合に起こり得る o 2 次元ウィグナー結晶は 2 次元電子系の発展と共に関心を集めており，その相図は定
性的には高密度低温度域での量子系と低密度高温度域での古典系に分けて考えることができるO そして相境界を定量






積分を用いて系統的に調べ，格子振動の不安定性から融解機構についての理論的研究を行った。まず， 2 次元 3 角格
子のウィグナー結晶状態を仮定し その格子振動を経路積分法によって定式化した。自由エネルギーの評価のため，











安定が生じることがわかった。得られた融解条件はた =8 ，....， 9 となり，電子密度で考えると自由電子系の場合は







積分法に基づく摂動展開により行いrs 竺 9 を得た。その際不安定性が生ずる原因は，従来いわれている最低次の非調
和項ではなく，高次の項が重要であるとの新しい知見を得た。この値の是非は今後実証的に確かめられねばならない
が，将来の実験的研究を大いに刺激するものといえる。よって博士(理学)の学位論文として十分価値があるものと
認める。
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